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は
じ
め
に

女
衒
・
桂
庵
・
周
旋
業
者
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
芸
娼
妓
紹
介
人1

（
以
下
、
紹
介
人
）
は
、

女
性
を
娼
妓
・
芸
妓
な
ど
と
し
て
貸
座
敷
・
料
理
屋
等
の
性
買
売
業
者
（
抱
主
）
に
斡
旋

し
、
抱
主
あ
る
い
は
被
紹
介
女
性
か
ら
支
払
わ
れ
る
紹
介
料
（
手
数
料
）
で
利
益
を
得
て
い

た
業
者
を
い
う
。

小
原
文
書2

は
、
金
沢
市
で
紹
介
人
を
営
ん
で
い
た
小
原
ト
ヨ
と
い
う
女
性
が
残
し
た
史
料

で
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
当
該
史
料
に
含
ま
れ
る
、
娼
妓
で
あ
っ
た
女
性
が
書
い
た
小
原
宛
の

手
紙
を
用
い
て
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
下
の
性
買
売
管
理
の
実
態
と
娼
妓
の
主
体
的
営
為
の

内
実
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
﹇
人
見
　
二
〇
二
一
、
二
〇
二
二
c
﹈。
ま
た
、
紹
介
人
の

周
旋
実
態
に
つ
い
て
も
、
経
営
帳
簿
な
ど
を
用
い
て
若
干
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
﹇
人
見
　

二
〇
二
四
予
定
﹈。

近
代
公
娼
制
度
や
性
買
売
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
右
の
拙
稿
を
ふ
く
め
貸
座
敷
業

者
や
周
旋
業
者
が
作
成
し
た
一
次
史
料
を
用
い
た
歴
史
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
﹇
横
田
　

二
〇
〇
二
、
横
田
　
二
〇
一
四
、
齊
藤
　
二
〇
一
四
、
竹
中
　
二
〇
二
一
、
加
藤
　
二
〇
二

二
、
人
見
　
二
〇
二
二
a
、
人
見
　
二
〇
二
二
b
、
佐
賀
　
二
〇
二
三
な
ど
﹈。
し
か
し
な

が
ら
、
周
旋
業
者
に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
は
い
ま
だ
乏
し
い
の
が
実
情
で
あ
る3

。
他
方
で
、

周
旋
業
者
は
人
身
売
買
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
を
構
成
し
、
特
徴
づ
け

る
重
要
な
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
﹇
小
野
沢
　
二
〇
一
〇
、
吉
見
　
二
〇
一
九
な
ど
﹈。

以
上
か
ら
本
稿
は
、
紹
介
人
の
経
営
史
料
を
含
む
小
原
文
書
の
分
析
か
ら
、
そ
の
経
営
実

態
に
関
し
て
、
と
く
に
紹
介
人
の
収
益
構
造
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
第
一
章
で
は
、

小
原
が
作
成
し
た
「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」4
（
以
下
、
紹
介
簿
）
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料
を
分
析

す
る
。
紹
介
簿
は
、
警
察
に
よ
っ
て
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
帳
簿
で
、
小
原
文
書
に

は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
か
ら
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
ま
で
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い

る
。
小
原
が
紹
介
し
た
女
性
に
つ
い
て
、
女
性
の
本
籍
・
続
柄
・
氏
名
・
生
年
月
日
、
証
人

の
住
所
・
氏
名
お
よ
び
女
性
と
の
関
係
、
抱
主
の
住
所
・
氏
名
、
契
約
の
概
要
（
年
期
、
前

借
金
額
な
ど
）
な
ど
と
と
も
に
、
紹
介
料
が
記
さ
れ
た5

。
こ
こ
か
ら
、
紹
介
人
が
ど
れ
ほ
ど

の
紹
介
料
収
入
を
得
て
い
た
の
か
、
ま
た
紹
介
料
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
定
さ
れ
て
い
た

の
か
を
検
討
す
る
。
第
二
章
・
第
三
章
で
は
、「
金
銭
入
覚
帳
」6
（
以
下
、
覚
帳
）
と
い
う
標

題
の
、
小
原
が
自
身
の
収
入
を
記
録
し
た
帳
簿
の
検
討
か
ら
、
紹
介
人
が
利
益
を
あ
げ
る
仕

組
み
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
第
四
章
で
は
、
小
原
宛
の
女

性
の
手
紙
か
ら
女
性
の
心
情
や
境
遇
に
迫
る
こ
と
で
、
女
性
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
公
娼
制

度
下
の
搾
取
の
構
造
や
支
配
の
特
質
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

第
一
章
　「
芸
娼
妓
紹
介
簿
」
に
み
る
紹
介
料

紹
介
簿
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
紹
介
料
の
基
準
に
つ
い
て
概
要
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
の
内

務
省
令
「
娼
妓
取
締
規
則
」
の
も
と
、
具
体
的
な
運
用
は
府
県
ご
と
に
規
則
を
定
め
て
取
締

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』（
一
九
三
一
年
）

は
、
警
保
局
が
「
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
年
〕
六
月
庁
府
県
に
照
会
を
発
し
て
得
た
る
資
料

に
よ
っ
て
編
纂
し
た
も
の
」
で
、
府
県
ご
と
の
公
娼
制
度
の
概
要
を
つ
か
む
た
め
に
有
用
で

芸
娼
妓
紹
介
人
の
収
益
構
造
を
め
ぐ
る
一
考
察

人
　
見
　
佐
知
子
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あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
紹
介
料
は
前
借
金
額
や
給
料
額
等
を
基
準
に
定
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い

と
い
う7

。
前
借
金
と
は
、
人
身
売
買
の
代
金
の
こ
と
で
、
か
つ
て
は
身
代
金
と
い
っ
た
。
貸

座
敷
や
料
理
屋
か
ら
渡
さ
れ
る
多
額
の
前
借
金
の
ほ
と
ん
ど
を
受
け
取
っ
た
の
は
親
な
ど
の

連
帯
保
証
人
で
あ
る
。
借
金
の
契
約
は
通
常
、
娘
が
性
を
売
っ
た
代
金
か
ら
返
済
す
る
と
い

う
娼
妓
稼
業
契
約
と
一
体
で
、
娘
は
、
定
め
ら
れ
た
年
期
の
あ
い
だ
、
あ
る
い
は
借
金
を
完

済
す
る
ま
で
人
身
を
拘
束
さ
れ
、
自
ら
の
意
思
で
廃
業
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
だ
っ

た
。と

は
い
え
紹
介
料
の
基
準
は
必
ず
し
も
一
定
せ
ず
、
府
県
に
よ
る
差
が
大
き
か
っ
た8

。
た

と
え
ば
、
前
借
金
千
円
で
女
性
を
紹
介
し
た
場
合
、
東
京
府
で
は
一
二
〇
円
、
千
葉
県
で
は

一
五
円
が
上
限
に
な
る
と
い
う
。
多
く
の
府
県
で
共
通
す
る
の
は
、
紹
介
料
の
上
限
を
定
め

て
規
制
を
か
け
る
方
法
で
あ
る
。

同
調
査
か
ら
、
石
川
県
の
場
合
を
隣
県
の
富
山
県
・
福
井
県
と
比
較
し
な
が
ら
み
て
み
よ

う9

。
石
川
県
で
は
、
紹
介
料
は
所
轄
警
察
署
の
許
可
を
受
け
る
と
さ
れ
、「
別
に
標
準
は
定

め
て
ゐ
な
い
」
と
い
う
。
富
山
県
は
、
前
借
金
が
な
い
場
合
は
一
〇
円
以
内
、
前
借
金
が
千

円
未
満
の
場
合
は
前
借
金
の
七
・
五
％
以
内
、
千
円
以
上
の
場
合
は
同
じ
く
七
％
以
内
で
、

い
ず
れ
も
上
限
を
一
二
〇
円
と
し
て
い
た
。
福
井
県
で
は
、
上
限
を
五
〇
円
と
定
め
て
い

た
。次

に
、
関
連
規
則
か
ら
紹
介
料
の
基
準
を
み
て
お
こ
う
。
石
川
県
で
は
、
一
八
九
四
年

（
明
治
二
七
）
に
「
芸
妓
及
娼
妓
紹
介
人
取
締
規
則
」（
石
川
県
令
第
二
七
号
。
以
下
、
取
締

規
則
）
が
制
定
さ
れ
た10
。
紹
介
料
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
取
締
規
則
第
一
二
条
に
「
一
警

察
署
ノ
管
内
毎
ニ
申
合
セ
紹
介
料
ノ
額
ヲ
定
メ
其
管
轄
警
察
署
ニ
届
出
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
警
察
署
の
管
轄
区
域
ご
と
に
申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て
紹
介
料
の
基
準

を
定
め
、
警
察
署
に
届
け
出
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
前
掲
『
公
娼
と

私
娼
』
の
記
述
に
符
合
す
る
。

な
お
こ
の
条
文
で
は
、
申
し
合
わ
せ
を
お
こ
な
う
主
体
が
明
確
で
は
な
い
が
、
一
九
一
三

年
（
大
正
二
）
の
石
川
県
令
第
八
二
号
で
同
条
文
は
、「
紹
介
料
ノ
額
ハ
警
察
署
又
ハ
警
察

分
署
ノ
管
轄
毎
ニ
同
業
者
協
議
ノ
上
之
ヲ
定
メ
其
警
察
署
又
ハ
警
察
分
署
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ

シ
」11
と
改
正
さ
れ
、
紹
介
料
は
警
察
署
ま
た
は
分
署
の
管
轄
ご
と
に
同
業
者
の
協
議
で
定
め

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

同
業
者
の
組
織
と
し
て
、
取
締
規
則
第
一
六
条
は
、
紹
介
人
組
合
に
つ
い
て
の
規
定
を
置

い
て
い
る
。
紹
介
人
組
合
を
設
置
す
る
と
き
は
、
管
轄
の
警
察
署
・
分
署
を
経
由
し
て
県
庁

に
届
け
出
て
、
規
約
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た12
。
紹
介
料
に
つ
い
て
の
同
業
者

間
の
申
し
合
わ
せ
は
、
紹
介
人
組
合
が
定
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
組
合
の
規

則
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料
は
、
小
原
が
所
在
す
る
地
域
の
警
察
署
管
内

の
同
業
者
間
の
協
議
あ
る
い
は
紹
介
人
組
合
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
し
た
が
っ
て
決
定
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
基
準
を
示
す
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
上

を
ふ
ま
え
て
次
に
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料
の
分
析
か
ら
、
紹
介
料
の
基
準
を
で
き

る
か
ぎ
り
推
察
し
て
み
た
い
。

表
１
に
、
紹
介
料
と
前
借
金
額
の
関
係
を
示
し
た
。
一
件
あ
た
り
の
紹
介
料
は
最
低
一
円

で
、
一
〇
円
未
満
が
半
数
を
超
え
（
約
五
四
％
）、
一
五
円
未
満
で
は
約
八
〇
％
と
な
る
。

紹
介
料
が
も
っ
と
も
高
額
で
あ
っ
た
の
は
、
前
借
金
額
一
一
五
〇
円
で
石
川
県
鹿
島
郡
七
尾

町
の
尾
廓
か
ら
金
沢
市
石
坂
町
の
貸
座
敷
に
住
み
替
え
た
芸
妓
の
女
性
で
、
紹
介
料
は
四
〇

円
で
あ
っ
た
。
時
期
が
異
な
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
富
山
県
が
設
定

し
た
紹
介
料
の
上
限
一
二
〇
円
と
比
較
し
て
か
な
り
少
な
く
、
福
井
県
が
規
定
す
る
紹
介
料

の
上
限
五
〇
円
と
比
較
し
て
も
低
い
。

こ
こ
に
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
紹
介
料
の
基
準
自
体
が
近
隣
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県
よ
り
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
小
原
が
基
準
よ
り
も

少
な
い
紹
介
料
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
被
紹

介
女
性
を
支
配
す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
。

同
じ
く
表
１
か
ら
は
、
前
借
金
額
の
高
低
と
紹
介
料
額
は
お
お
よ
そ
比
例
し
て
い
る
よ

う
す
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
紹
介
料
の
前
借
金
比
で
み
る
と
少
し
様
相
は
異

な
る
。

表
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
紹
介
料
の
前
借
金
比
は
、
二
〜
三
％
が

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
、
比
率
が
最
も
低
い
も
の
は
〇
・
二
％
（
前
借
金
四
五
〇
円
、
紹

介
料
一
円
）、
最
も
高
い
も
の
は
七
％
（
前
借
金
四
〇
円
、
紹
介
料
二
円
八
〇
銭
）
で
あ

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
紹
介
料
の
前
借
金
比
が
高
い
の
は
む
し
ろ
前
借
金
額
が
低
い
場

合
で
、
六
％
を
超
え
る
も
の
は
い
ず
れ
も
前
借
金
が
一
〇
〇
円
未
満
の
場
合
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
前
借
金
が
七
〇
〇
円
以
上
に
な
る
と
、
紹
介
料
は
前
借
金
の
四
％
未
満
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
。

さ
き
に
み
た
富
山
県
の
場
合
、
前
借
金
額
千
円
を
基
準
と
し
て
千
円
以
上
の
場
合
に
千

円
未
満
よ
り
も
紹
介
料
の
比
率
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。
小
原
の
属
す
る
同
業
者
組
織

の
紹
介
料
も
富
山
県
と
同
様
に
、
前
借
金
額
に
対
す
る
紹
介
料
の
比
率
の
上
限
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
前
借
金
額
が
高
額
の
場
合
に
比
率
の
上
限
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。
表
２
か
ら
推
測
す
る
と
、
前
借
金
七
〇
〇
円
未
満
は
前
借
金
の
七
％
以
内
、
同

七
〇
〇
円
以
上
は
前
借
金
の
四
％
以
内
で
、
上
限
は
四
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
基
準
の
範
囲

内
で
紹
介
人
は
紹
介
料
を
決
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
誰
が
紹
介
料
を
負
担
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
掲
『
公
娼
と
私
娼
』
に
よ
れ
ば
、

抱
主
と
被
紹
介
女
性
が
折
半
あ
る
い
は
抱
主
が
よ
り
多
く
を
負
担
す
る
場
合
が
多
い
と
い

う13
。
福
井
県
で
は
抱
主
か
ら
の
み
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
石
川
県
・
富
山
県

の
場
合
は
特
記
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
業
者
間
の
申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
思

表１　前借金と紹介料
紹介料（円）

前借金（円） 0 ～ 5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～
40 合計 構成比

0 ～ 23 1 24 8.6%
100 ～ 16 17 33 11.8%
200 ～ 8 30 29 67 23.9%
300 ～ 6 26 12 14 58 20.7%
400 ～ 1 11 15 6 5 38 13.6%
500 ～ 9 10 3 2 3 27 9.6%
600 ～ 1 4 4 4 1 1 15 5.4%
700 ～ 2 2 2 1 1 8 2.9%
800 ～ 1 4 1 6 2.1%
900 ～ 1 1 1 3 1.1%

1100 ～ 1200 1 1 0.4%
合計 54 97 72 30 17 5 3 2 280 100.0%

構成比 19.3% 34.6% 25.7% 10.7% 6.1% 1.8% 1.1% 0.7% 100.0%
（出典）「芸娼妓紹介簿」（小原文書 37、38）より作成。

表２　前借金と紹介料の前借金比
前借金（円）

前借金比（％）
0 ～ 100 ～ 200 ～ 300 ～ 400 ～ 500 ～ 600 ～ 700 ～ 800 ～ 900 ～ 1100～

1200 合計 構成比

0 ～ 0.9 1 1 2 4 1.4%
1 ～ 1.9 3 7 14 11 9 5 4 1 54 19.3%
2 ～ 2.9 1 13 24 22 13 10 4 3 4 1 95 33.9%
3 ～ 3.9 5 3 5 6 7 1 5 1 1 2 1 37 13.2%
4 ～ 4.9 3 7 7 2 2 21 7.5%
5 ～ 5.9 5 11 23 9 4 3 1 56 20.0%
6 ～ 7 13 13 4.6%
合計 24 33 67 58 38 27 15 8 6 3 1 280 100.0%

（出典）「芸娼妓紹介簿」（小原文書 37、38）より作成。
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県
よ
り
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
小
原
が
基
準
よ
り
も

少
な
い
紹
介
料
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
被
紹

介
女
性
を
支
配
す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
。

同
じ
く
表
１
か
ら
は
、
前
借
金
額
の
高
低
と
紹
介
料
額
は
お
お
よ
そ
比
例
し
て
い
る
よ

う
す
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
紹
介
料
の
前
借
金
比
で
み
る
と
少
し
様
相
は
異

な
る
。

表
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
紹
介
料
の
前
借
金
比
は
、
二
〜
三
％
が

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
、
比
率
が
最
も
低
い
も
の
は
〇
・
二
％
（
前
借
金
四
五
〇
円
、
紹

介
料
一
円
）、
最
も
高
い
も
の
は
七
％
（
前
借
金
四
〇
円
、
紹
介
料
二
円
八
〇
銭
）
で
あ

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
紹
介
料
の
前
借
金
比
が
高
い
の
は
む
し
ろ
前
借
金
額
が
低
い
場

合
で
、
六
％
を
超
え
る
も
の
は
い
ず
れ
も
前
借
金
が
一
〇
〇
円
未
満
の
場
合
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
前
借
金
が
七
〇
〇
円
以
上
に
な
る
と
、
紹
介
料
は
前
借
金
の
四
％
未
満
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
。

さ
き
に
み
た
富
山
県
の
場
合
、
前
借
金
額
千
円
を
基
準
と
し
て
千
円
以
上
の
場
合
に
千

円
未
満
よ
り
も
紹
介
料
の
比
率
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。
小
原
の
属
す
る
同
業
者
組
織

の
紹
介
料
も
富
山
県
と
同
様
に
、
前
借
金
額
に
対
す
る
紹
介
料
の
比
率
の
上
限
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
前
借
金
額
が
高
額
の
場
合
に
比
率
の
上
限
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。
表
２
か
ら
推
測
す
る
と
、
前
借
金
七
〇
〇
円
未
満
は
前
借
金
の
七
％
以
内
、
同

七
〇
〇
円
以
上
は
前
借
金
の
四
％
以
内
で
、
上
限
は
四
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
基
準
の
範
囲

内
で
紹
介
人
は
紹
介
料
を
決
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
誰
が
紹
介
料
を
負
担
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
掲
『
公
娼
と
私
娼
』
に
よ
れ
ば
、

抱
主
と
被
紹
介
女
性
が
折
半
あ
る
い
は
抱
主
が
よ
り
多
く
を
負
担
す
る
場
合
が
多
い
と
い

う13
。
福
井
県
で
は
抱
主
か
ら
の
み
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
石
川
県
・
富
山
県

の
場
合
は
特
記
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
業
者
間
の
申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
思

表１　前借金と紹介料
紹介料（円）

前借金（円） 0 ～ 5 ～ 10 ～ 15 ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～
40 合計 構成比

0 ～ 23 1 24 8.6%
100 ～ 16 17 33 11.8%
200 ～ 8 30 29 67 23.9%
300 ～ 6 26 12 14 58 20.7%
400 ～ 1 11 15 6 5 38 13.6%
500 ～ 9 10 3 2 3 27 9.6%
600 ～ 1 4 4 4 1 1 15 5.4%
700 ～ 2 2 2 1 1 8 2.9%
800 ～ 1 4 1 6 2.1%
900 ～ 1 1 1 3 1.1%

1100 ～ 1200 1 1 0.4%
合計 54 97 72 30 17 5 3 2 280 100.0%

構成比 19.3% 34.6% 25.7% 10.7% 6.1% 1.8% 1.1% 0.7% 100.0%
（出典）「芸娼妓紹介簿」（小原文書 37、38）より作成。

表２　前借金と紹介料の前借金比
前借金（円）

前借金比（％）
0 ～ 100 ～ 200 ～ 300 ～ 400 ～ 500 ～ 600 ～ 700 ～ 800 ～ 900 ～ 1100～

1200 合計 構成比

0 ～ 0.9 1 1 2 4 1.4%
1 ～ 1.9 3 7 14 11 9 5 4 1 54 19.3%
2 ～ 2.9 1 13 24 22 13 10 4 3 4 1 95 33.9%
3 ～ 3.9 5 3 5 6 7 1 5 1 1 2 1 37 13.2%
4 ～ 4.9 3 7 7 2 2 21 7.5%
5 ～ 5.9 5 11 23 9 4 3 1 56 20.0%
6 ～ 7 13 13 4.6%
合計 24 33 67 58 38 27 15 8 6 3 1 280 100.0%

（出典）「芸娼妓紹介簿」（小原文書 37、38）より作成。



 ― 140 ― 

芸娼妓紹介人の収益構造をめぐる一考察

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
以
下
の
検
討
を
す
す
め
た
い
。

第
二
章
　「
金
銭
入
覚
帳
」
に
み
る
紹
介
人
の
収
入

以
下
で
は
、
覚
帳
か
ら
小
原
の
収
益
構
造
の
一
端
を
検
討
す
る
。
覚
帳
は
、
一
九
一
二
年

（
明
治
四
五
）
一
月
か
ら
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
二
月
ま
で
の
、
小
原
の
収
入
記
録
で
あ

る
。
覚
帳
か
ら
読
み
取
れ
る
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
全
面
的
な
検
討
は
別

の
機
会
に
譲
り
、
本
章
で
は
、
覚
帳
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
被
紹
介
女
性

と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

覚
帳
に
は
、 「
○
月
○
日
　
一
、
○
円
○
銭
　
○（

人

名

等

）

○
○
○
ゟ
○（
費
目
）○
入
」
と
い
っ
た
よ
う

に
、
日
付
、
入
金
額
、
事
項
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
事
項
は
、
基
本
的
に
は
誰
か
ら

ど
う
い
っ
た
費
目
の
入
金
で
あ
る
か
が
記
さ
れ
る
が
、「
覚
帳
」
と
あ
る
だ
け
に
き
わ
め
て

簡
素
で
、「
○
○
ゟ
入
」
な
ど
、
名
字
や
屋
号
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
個
人
の
特
定

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
費
目
も
不
明
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

年
末
に
は
そ
の
年
の
合
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
以
降
は
合
計

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
は
簡
単

な
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
は
比
較
的
詳
細
な
摘
要
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
個
別
の
事
項
の
詳
細
が
不
明
な
た
め
に
、
ど
の
事
項
が
ど
の

摘
要
と
し
て
集
計
さ
れ
た
か
対
応
関
係
が
分
か
ら
な
い
場
合
が
大
半
で
あ
る
。

表
３
は
、
そ
の
一
九
一
二
年
の
合
計
部
分
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い

の
は
、（
c
）「
礼
金
分
入
」（
一
二
件
）
で
あ
る
。
個
別
の
事
項
で
礼
金
と
明
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、「
九
□
□
ゟ
礼
金
入
」15
（
三
月
、
一
円
）、「
林
□
三
□
礼
金
入
」（
四
月
八
日
、
一

円
）、「
本
□
の
□
ゟ
礼
金
入
」（
七
月
一
日
、
一
円
五
〇
銭
）、「
小
□
ゟ
礼
金
入
」（
一
二
月

三
日
、
七
五
銭
）
の
四
件
の
み
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
本
□
の
□
は
、
紹
介
簿
か
ら
同
日
に
娼
妓
登
録
し
た
被
紹
介
女
性
だ
と
考
え

わ
れ
る
。

小
原
に
住
み
替
え
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
娼
妓
の
手
紙
に
は
、 「
お
ば
さ
ん
の
し
よ
か
い
り

よ
う
も
わ
た
く
し
の
ほ
か
ら
も
と
ら
ず
に
し
て
」14

と
、
被
紹
介
女
性
か
ら
紹
介
料
を
徴
収
し

な
い
と
い
う
条
件
で
の
斡
旋
を
望
む
く
だ
り
が
あ
る
。
石
川
県
で
は
、
紹
介
料
の
負
担
者
を

決
定
す
る
権
限
が
紹
介
人
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

上
限
を
設
け
つ
つ
紹
介
料
に
裁
量
を
も
た
せ
た
こ
と
や
、
誰
が
紹
介
料
を
負
担
す
る
か

を
決
定
す
る
権
限
が
紹
介
人
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
被
紹
介
女
性
に
対
す
る
支
配
の

手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
右
の
手
紙
の
女
性
の
希
望
通
り
に
紹
介

料
が
抱
主
の
み
に
賦
課
さ
れ
た
な
ら
ば
、
紹
介
人
は
女
性
に
恩
を
着
せ
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
も
と
よ
り
弱
い
立
場
の
女
性
は
紹
介
人
に
恩
義
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
具
体
的
な
紹
介
料
決
定
過
程
を
こ
れ
以
上
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
紹
介
料
の
決
定
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
条
件
、
損
得
を
考
慮
し
た
う
え
で
の

総
合
的
な
判
断
が
あ
り
、
い
わ
ば
紹
介
人
の
経
験
や
力
量
が
物
を
言
う
領
域
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
と
り
わ
け
一
次
史
料
に
は
残
り
に
く
い
部
分
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
今
後
の
研
究
の
進
展
を
俟
ち
た
い
。

な
お
、
取
締
規
則
第
一
三
条
は
、「
紹
介
料
ノ
外
何
等
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
金
品
ヲ
収

受
シ
又
ハ
請
求
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
、
紹
介
人
が
紹
介
料
以
外
の
金
品
を
得
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
規
定
が
あ
っ
た
た
め
に
紹
介
人
が
法
定
外
の
金
銭
を
受
け

取
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
は
拙
速
で
あ
ろ
う
。 

埼
玉
県
児
玉
郡
本
庄
町
の
周
旋
業
者

の
経
営
史
料
を
紹
介
し
た
﹇
袁
ほ
か
　
二
〇
二
一
﹈
は
、
周
旋
業
者
が
法
定
の
紹
介
料
以
外

に
、
被
紹
介
者
の
衣
服
代
、
小
遣
い
、
食
費
、
路
銀
と
い
っ
た
周
旋
に
要
し
た
経
費
を
「
実

質
手
数
料
」
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
原
も

ま
た
法
定
の
紹
介
料
以
外
に
「
実
質
手
数
料
」
と
し
て
諸
経
費
を
受
け
取
っ
て
い
た
可
能
性
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ず
れ
に
お
い
て
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
同
年
の
紹
介
件
数

は
三
七
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
覚
帳
に
は
、
紹
介
料
の
一
部
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い

か
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料
と
は
別
の
何
ら
か
の
「
紹
介
料
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る17

。

以
上
か
ら
推
測
す
る
と
、 

覚
帳
は
紹
介
人
と
し
て
の
公
的
な
営
業
収
入
と
は
異
な
る
、
私

的
な
（
あ
る
い
は
公
に
で
き
な
い
）
収
入
の
記
録
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
料
紙
も
紹
介

簿
の
よ
う
に
規
定
の
用
紙
で
は
な
く
、
一
紙
を
半
分
に
折
っ
て
重
ね
て
竪
帳
と
し
て
綴
じ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
標
題
の
「
覚
帳
」
に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
で
あ
る
。

表
５
に
、
覚
帳
の
年
次
別
合
計
を
一
覧
に
し
た
。
右
の
仮
定
が
正
し
い
と
し
て
、
紹
介
簿

の
紹
介
料
を
年
次
別
に
集
計
し
た
前
掲
表
４
と
比
較
す
る
と
、
小
原
に
は
紹
介
料
以
外
に
紹

介
料
の
お
よ
そ
〇
・
六
倍
か
ら
二
・
二
倍
ほ
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
前
掲
表
３
を
み
る
と
、（
a
）「 

利
子
」
お
よ
び
（
b
）「
割
返
し
」18

で
全
体
の
三
割
超
と
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
み
て
き
た
よ
う

に
、
覚
帳
が
公
的
な
収
入
記
録
で
な
い
と
す
れ
ば
、
小
原
は
私
的
に
金
貸
し
を
営
ん
で
い
た

可
能
性
が
あ
る
。（
d
）「
頼
母
志
」（
頼
母
子
）
で
獲
得
し
た
金
銭
を
元
手
に
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
以
下
に
章
を
あ
ら
た
め
て
、
小
原
の
金
銭
貸
付
の
実
態
と
と
も
に
紹
介
人
が
金
貸
し

ら
れ
る
。
前
借
金
は
三
五
〇
円
、
紹
介
料
は
八
円
七
五
銭
と
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
、
礼
金
と
紹
介
料
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
、
紹
介
料
（
八
円
七
五
銭
）
と
礼
金
（
一
円
五

〇
銭
）
の
額
は
一
致
し
て
い
な
い
。
礼
金
が
紹
介
料
の
一
部
を
な
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
前
述
の
と
お
り
取
締
規
則
に
は
、
紹
介
料
以
外
に
ど
の
よ
う
な
名
義
で
あ
っ
て
も
金

品
を
受
け
取
っ
た
り
請
求
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
（
第
一
三
条
）。

こ
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紹
介
料
を
わ
ざ
わ
ざ
別
の
名
義
（
礼
金
）
で
帳
簿
に
記
載
す

る
と
は
考
え
に
く
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
本
□
か
ら
の
礼
金
の
受
取
は
違
法
で
あ
り
、
公
的
な
記
録
に
は
記
載
さ
れ

な
い
類
の
収
入
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
□
以
外
で
は
、
九
□
□
は
被
紹
介
女
性
に
、

小
□
は
抱
主
に
そ
れ
ぞ
れ
同
姓
が
あ
る
が
、
紹
介
簿
で
記
載
が
確
認
で
き
る
時
期
と
大
き
く

異
な
り
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
判
別
で
き
な
い
。
林
□
三
□
は
、
紹
介
簿
に
該
当
の
名
前
が

見
当
た
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

次
に
、（
e
）「
紹
介
料
分
」
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
る
四
六
円
五
〇
銭
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
表
４
は
、
前
章
で
検
討
し
た

紹
介
簿
の
紹
介
料
を
年
次
別
に
集
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
の
紹
介
料
は

三
九
六
円
三
〇
銭
で
あ
る16

。
こ
れ
は

（
e
）「
紹
介
料
分
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た

紹
介
料
と
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。
同

年
の
覚
帳
で
紹
介
料
と
明
記
さ
れ
て
い
る

の
は
「
松
□
ゟ
紹
介
料
分
入
」（
一
〇
月
、

四
円
）
の
み
で
あ
る
。
松
□
な
る
人
物

は
、
紹
介
簿
で
は
女
性
・
証
人
・
業
者
い

表３　「金銭入覚帳」（1912年）の合計
摘要 金額（円） 構成比

（a）り子（利子）四十五口分〆高 79.72 27.2%
（b）割返し九ヶ月分〆高 15.23 5.2%
（c）礼金分入、拾二口分 30.00 10.3%
（d）頼母志四口分 104.68 35.8%
（e）紹介料分 46.50 15.9%
（f）宿料九ヶ月分 13.70 4.7%

小計 289.83 99.0%
（g）かや貸金入 2.80 1.0%

合計 292.63 100.0%

（出典）「金銭入覚帳」（小原文書 40）より作成。

表４　  年次別紹介料の合計
（1909-1916年）

西暦年 紹介料（円）
1909 250.30
1910 433.65
1911 386.45
1912 396.30
1913 343.25
1914 223.55
1915 258.90
1916 395.95
合計 2688.35

（出典）  「芸娼妓紹介簿」（小原文
書 37、38）より作成。

表５　  「金銭入覚帳」の年次別
合計（1912-1917年）

西暦年 合計（円）
1912 292.63
1913 505.08
1914 486.63
1915 161.66
1916 329.42
1917 320.23

（出典）  「金銭入覚帳」（小原文書
40）より作成。

（注）  1918 年は 1 ～ 2 月分のみ
のため省略した。
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ず
れ
に
お
い
て
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
同
年
の
紹
介
件
数

は
三
七
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
覚
帳
に
は
、
紹
介
料
の
一
部
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い

か
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料
と
は
別
の
何
ら
か
の
「
紹
介
料
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る17

。

以
上
か
ら
推
測
す
る
と
、 

覚
帳
は
紹
介
人
と
し
て
の
公
的
な
営
業
収
入
と
は
異
な
る
、
私

的
な
（
あ
る
い
は
公
に
で
き
な
い
）
収
入
の
記
録
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
料
紙
も
紹
介

簿
の
よ
う
に
規
定
の
用
紙
で
は
な
く
、
一
紙
を
半
分
に
折
っ
て
重
ね
て
竪
帳
と
し
て
綴
じ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
標
題
の
「
覚
帳
」
に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
で
あ
る
。

表
５
に
、
覚
帳
の
年
次
別
合
計
を
一
覧
に
し
た
。
右
の
仮
定
が
正
し
い
と
し
て
、
紹
介
簿

の
紹
介
料
を
年
次
別
に
集
計
し
た
前
掲
表
４
と
比
較
す
る
と
、
小
原
に
は
紹
介
料
以
外
に
紹

介
料
の
お
よ
そ
〇
・
六
倍
か
ら
二
・
二
倍
ほ
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
前
掲
表
３
を
み
る
と
、（
a
）「 

利
子
」
お
よ
び
（
b
）「
割
返
し
」18

で
全
体
の
三
割
超
と
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
み
て
き
た
よ
う

に
、
覚
帳
が
公
的
な
収
入
記
録
で
な
い
と
す
れ
ば
、
小
原
は
私
的
に
金
貸
し
を
営
ん
で
い
た

可
能
性
が
あ
る
。（
d
）「
頼
母
志
」（
頼
母
子
）
で
獲
得
し
た
金
銭
を
元
手
に
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
以
下
に
章
を
あ
ら
た
め
て
、
小
原
の
金
銭
貸
付
の
実
態
と
と
も
に
紹
介
人
が
金
貸
し

ら
れ
る
。
前
借
金
は
三
五
〇
円
、
紹
介
料
は
八
円
七
五
銭
と
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
、
礼
金
と
紹
介
料
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
、
紹
介
料
（
八
円
七
五
銭
）
と
礼
金
（
一
円
五

〇
銭
）
の
額
は
一
致
し
て
い
な
い
。
礼
金
が
紹
介
料
の
一
部
を
な
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
前
述
の
と
お
り
取
締
規
則
に
は
、
紹
介
料
以
外
に
ど
の
よ
う
な
名
義
で
あ
っ
て
も
金

品
を
受
け
取
っ
た
り
請
求
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
（
第
一
三
条
）。

こ
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紹
介
料
を
わ
ざ
わ
ざ
別
の
名
義
（
礼
金
）
で
帳
簿
に
記
載
す

る
と
は
考
え
に
く
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
本
□
か
ら
の
礼
金
の
受
取
は
違
法
で
あ
り
、
公
的
な
記
録
に
は
記
載
さ
れ

な
い
類
の
収
入
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
□
以
外
で
は
、
九
□
□
は
被
紹
介
女
性
に
、

小
□
は
抱
主
に
そ
れ
ぞ
れ
同
姓
が
あ
る
が
、
紹
介
簿
で
記
載
が
確
認
で
き
る
時
期
と
大
き
く

異
な
り
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
判
別
で
き
な
い
。
林
□
三
□
は
、
紹
介
簿
に
該
当
の
名
前
が

見
当
た
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

次
に
、（
e
）「
紹
介
料
分
」
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
る
四
六
円
五
〇
銭
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
表
４
は
、
前
章
で
検
討
し
た

紹
介
簿
の
紹
介
料
を
年
次
別
に
集
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
の
紹
介
料
は

三
九
六
円
三
〇
銭
で
あ
る16

。
こ
れ
は

（
e
）「
紹
介
料
分
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た

紹
介
料
と
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。
同

年
の
覚
帳
で
紹
介
料
と
明
記
さ
れ
て
い
る

の
は
「
松
□
ゟ
紹
介
料
分
入
」（
一
〇
月
、

四
円
）
の
み
で
あ
る
。
松
□
な
る
人
物

は
、
紹
介
簿
で
は
女
性
・
証
人
・
業
者
い

表３　「金銭入覚帳」（1912年）の合計
摘要 金額（円） 構成比

（a）り子（利子）四十五口分〆高 79.72 27.2%
（b）割返し九ヶ月分〆高 15.23 5.2%
（c）礼金分入、拾二口分 30.00 10.3%
（d）頼母志四口分 104.68 35.8%
（e）紹介料分 46.50 15.9%
（f）宿料九ヶ月分 13.70 4.7%

小計 289.83 99.0%
（g）かや貸金入 2.80 1.0%

合計 292.63 100.0%

（出典）「金銭入覚帳」（小原文書 40）より作成。

表４　  年次別紹介料の合計
（1909-1916年）

西暦年 紹介料（円）
1909 250.30
1910 433.65
1911 386.45
1912 396.30
1913 343.25
1914 223.55
1915 258.90
1916 395.95
合計 2688.35

（出典）  「芸娼妓紹介簿」（小原文
書 37、38）より作成。

表５　  「金銭入覚帳」の年次別
合計（1912-1917年）

西暦年 合計（円）
1912 292.63
1913 505.08
1914 486.63
1915 161.66
1916 329.42
1917 320.23

（出典）  「金銭入覚帳」（小原文書
40）より作成。

（注）  1918 年は 1 ～ 2 月分のみ
のため省略した。
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す
れ
ば
、
一
九
一
四
年
六
月
一
九
日
（
一
四
円
七
三
銭
）、
一
九
一
五
年
五
月
二
五
日
（
一

〇
円
一
〇
銭
）、
一
九
一
六
年
一
〇
月
九
日
（
八
円
五
〇
銭
）、
同
一
二
月
九
日
（
一
二
円
五

〇
銭
）、
一
九
一
七
年
七
月
五
日
（
九
円
一
八
銭
お
よ
び
九
九
銭
）、
同
九
月
一
五
日
（
一
〇

円
）
な
ど
は
、
数
ヶ
月
分
の
利
子
が
ま
と
め
て
支
払
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
う
し
た
ま
と
ま
っ
た
利
子
の
支
払
い
と
、
娘
の
身
売
り
・
住
み
替
え
と
の
関
係

が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
四
年
六
月
一
九
日
に
利
子
と
し
て
一
四
円
七
三
銭
が

支
払
わ
れ
る
前
に
は
、
同
一
日
に
長
女
が
前
借
金
五
三
〇
円
で
住
み
替
え
て
い
る
。「
九
ヶ

月
間
ノ
利
子
」
が
支
払
わ
れ
た
の
と
同
日
に
は
、
二
女
が
住
み
替
え
て
い
る
。
一
九
一
六
年

一
〇
月
九
日
に
は
、
三
女
と
養
女
が
住
み
替
え
る
と
と
も
に
利
子
八
円
五
〇
銭
が
支
払
わ
れ

た
。
同
年
一
二
月
九
日
の
支
払
い
の
前
月
に
は
、
三
女
と
長
女
が
住
み
替
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
身
売
り
や
住
み
替
え
で
得
ら
れ
た
前
借
金
が
返
済
に
充
て
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
一
九
一
七
年
は
紹
介
簿
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
住
み
替
え
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
同
年
六
月
四
日
、
七
月
五
日
な
ど
の
ま
と
ま
っ
た
利
子
の
支
払
い
の
前
に
、

娘
た
ち
の
身
売
り
や
住
み
替
え
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
利
子
は
誰
か
ら
支
払
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
６
の
事
項
の
記
載
の
よ
う

に
、
覚
帳
に
は
「
六
□
ゟ
利
子
入
」
な
ど
の
よ
う
に
名
字
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多

い
が
、
父
親
の
名
前
が
明
記
さ
れ
、
父
親
が
利
子
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
記
事
も

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
父
親
自
身
が
小
原
か
ら
借
金
を
し
て
い
た
（
そ
し
て
、
娘
の
身
売
り

で
得
ら
れ
る
前
借
金
を
返
済
に
充
て
て
い
た
）
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

他
方
で
、
養
女
や
長
女
が
利
子
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
ふ
た
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
前
出
の
初

枝
と
同
様
に
、
娘
自
身
が
稼
業
中
の
経
費
等
の
た
め
に
小
原
か
ら
借
金
を
し
て
い
て
、
そ
の

利
子
の
支
払
い
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
父
親
の
借
金
の
返
済
（
利
子
の

支
払
い
）
を
娘
た
ち
が
肩
代
わ
り
し
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
一
六

を
お
こ
な
う
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

第
三
章
　
金
銭
貸
付
か
ら
み
た
紹
介
人
の
収
益
構
造

小
原
は
、
誰
を
相
手
に
金
貸
し
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
そ
の
多
く

が
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
紹
介
簿
や
娼
妓
の
手
紙
と
突
き
合
わ
せ
る

こ
と
で
明
ら
か
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
八
月
、「
□（
名
字
）□
初
枝
さ
ん
ゟ
利
子
入
」、「
同
入
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
二
円
、
一
円
の
入
金
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
初
枝
は
、
拙
稿
﹇
人
見
　
二

〇
二
一
﹈
で
取
り
上
げ
た
娼
妓
で
あ
る
。
手
紙
で
初
枝
は
小
原
に
借
金
を
申
し
込
ん
で
い
た

が
、
じ
っ
さ
い
に
貸
付
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、
利
子
が
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
に
も
、「
□
□
〔
初
枝
の
名
字
〕
ゟ
入
」
と
し
て
七
五
銭

の
入
金
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
六
□
家
を
事
例
と
し
て
、
金
銭
貸
付
か
ら
み
た
紹
介
人
の
収
益
構
造
を
検
討

し
た
い
。
六
□
家
は
、
金
沢
市
六
斗
林
三
丁
目
に
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
一
六
年
（
大
正

五
）
に
野
田
寺
町
三
丁
目
に
転
居
し
た
。
い
ず
れ
も
犀
川
西
岸
の
、
金
沢
市
街
地
の
周
縁
部

に
位
置
し
、
貧
困
層
の
集
住
が
み
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
﹇
能
川
　
二
〇
〇
六
﹈。
野
田
寺
町

三
丁
目
で
は
、
父
親
は
豆
腐
商
を
営
ん
で
い
た19
。
六
□
家
に
は
、
最
年
長
の
養
女
を
筆
頭

に
、
長
女
・
二
女
・
三
女
・
四
女
が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
小
原
の
紹
介
で
芸
妓
あ
る
い
は
娼

妓
に
身
売
り
し
、
さ
ら
に
住
み
替
え
も
し
て
い
た
。

表
６
に
、
紹
介
簿
、
覚
帳
お
よ
び
四
女
の
芸
妓
契
約
に
か
か
わ
る
書
類20
か
ら
六
□
家
に
か

か
わ
る
事
項
を
年
表
と
し
て
ま
と
め
た
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
一
九
一
六
年
四
月
五
日

の
「
九
ヶ
月
間
ノ
利
子
六
□
ゟ
入
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
九
ヶ
月
分
の
利
子
と
し
て
支
払

わ
れ
た
の
は
、
一
七
円
六
銭
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
来
利
子
は
毎
月
支
払
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
毎
月
の
支
払
い
は
二
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
だ
と
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滞
っ
た
場
合
に
住
み
替
え
さ
せ
た
り
、
さ
ら
に
年
少
の
姉
妹
を
身
売
り
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
で
返
済
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
女
性
が
事
実
上
貸
し
付
け
の
担
保
と

し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
娘
の
住
み
替
え
や
身
売
り
は
、
当
然
な
が
ら
、

紹
介
人
で
あ
る
小
原
の
手
数
料
収
入
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
金
貸
し
と
紹
介
業
は

一
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
間
に
小
原
が
六
□
家
か
ら
得
た
の
は
、
利
子

年
一
一
月
三
日
に
長
女
が
支
払
っ
た
一
〇
円
は
、
同
六
日
の
長
女
の
住
み
替
え
と
無
関
係
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
小
原
が
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族
を
相
手
に
金
銭
を
貸
し
付
け
る
理
由
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族

へ
の
貸
付
は
、
小
原
に
と
っ
て
リ
ス
ク
回
避
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
支
払
い
が

表６　六□家に関係する記事
西暦年 月 日 事項 金額（円） 出典
1910 9 6 養女（16 歳）、前借金 200 円で芸妓 紹介料 5.00 ＊
1911 3 3 長女（15 歳）、前借金 600 円で芸妓 紹介料 15.00 ＊
1912 5 1 養女、前借金 450 円で娼妓 紹介料 10.00 ＊

8 8 二女（13 歳）、前借金 150 円で芸妓 紹介料 7.50 ＊
12 24 六□・塩□ゟり子入 利子 2.00 ＊＊
12 29 六□ゟり子入 利子 0.70 ＊＊

1913 4 1 塩□の利子、六□より入 利子 1.50 ＊＊
5 5 塩□のり子、六□ゟ受取 利子 1.50 ＊＊
6 13 六□ゟり子入 利子 3.02 ＊＊
6 25 二女、前借金 300 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊

7 30 六□よりおかけさんゟ利子入 利子 1.88 ＊＊

1914 3 養女、前借金 370 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊

3 18 六□ゟ別口入 3.50 ＊＊
6 1 長女、前借金 530 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊
6 18 六□ゟ前利子入 利子 2.00 ＊＊
6 19 六□（養女）殿・与□松（実父）ゟ利子入 利子 14.73 ＊＊

1915 5 25 六□より利子入 利子 10.10 ＊＊
1916 1 1 六□ゟ利子・手数料分とも入 利子・手数料 2.00 ＊＊

3 15 三女（14 歳）、前借金 70 円で芸妓 紹介料 4.20 ＊
4 5 二女、前借金 300 円で住み替え 紹介料 17.50 ＊
4 5 六□ゟ利子入 利子 0.90 ＊＊
4 5 九ヶ月間ノ利子六□ゟ入 利子 17.06 ＊＊
8 10 二女、前借金 380 円で住み替え 紹介料 9.50 ＊

10 9 三女、前借金 200 円で住み替え 紹介料 10.00 ＊

10 9 養女、前借金 300 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊

10 9 六□利子入 利子 8.50 ＊＊
11 3 六□ゟ礼金入 礼金 2.00 ＊＊

11 3 六か（長女）ゟ入 10.00 ＊＊

11 5 三女、前借金 200 円で住み替え 紹介料 3.00 ＊
11 6 長女、前借金 900 円で住み替え 紹介料 35.00 ＊
12 9 六与（六□与□松、実父）ゟ入 12.50 ＊＊

1917 1 六□ゟ入 6.25 ＊＊

6 六□ノ赤座（三女の抱主）ゟ入 2.50 ＊＊

6 4 六□ゟ入 11.30 ＊＊

6 4 赤六（赤座の六□）ゟ入 1.50 ＊＊

7 5 六□ゟ利子入 利子 9.18 ＊＊

7 5 六□ゟ同入 利子 0.99 ＊＊

9 15 六し□（四女）ゟ入 10.00 ＊＊

10 24 四女（13 歳）、前借金 400 円で芸妓 不明 ＊＊＊
12 六□ゟ十一月中ノ〆利子四口分 利子 6.10 ＊＊

（出典）  「芸娼妓紹介簿」（1909-16 年）（小原文書 37、38）、「金銭入覚帳」（1912-18 年）
（同 40）、「芸妓営業願」（同 62-2）、「金銭貸借契約証書正本」（同 62-3 止）より
作成。

（注）  ＊は「芸娼妓紹介簿」、＊＊は「金銭入覚帳」、＊＊＊は「芸妓営業願」および「金
銭貸借契約証書正本」。網かけは姉妹の身売り・住み替え。
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滞
っ
た
場
合
に
住
み
替
え
さ
せ
た
り
、
さ
ら
に
年
少
の
姉
妹
を
身
売
り
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
で
返
済
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
女
性
が
事
実
上
貸
し
付
け
の
担
保
と

し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
娘
の
住
み
替
え
や
身
売
り
は
、
当
然
な
が
ら
、

紹
介
人
で
あ
る
小
原
の
手
数
料
収
入
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
金
貸
し
と
紹
介
業
は

一
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
間
に
小
原
が
六
□
家
か
ら
得
た
の
は
、
利
子

年
一
一
月
三
日
に
長
女
が
支
払
っ
た
一
〇
円
は
、
同
六
日
の
長
女
の
住
み
替
え
と
無
関
係
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
小
原
が
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族
を
相
手
に
金
銭
を
貸
し
付
け
る
理
由
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族

へ
の
貸
付
は
、
小
原
に
と
っ
て
リ
ス
ク
回
避
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
支
払
い
が

表６　六□家に関係する記事
西暦年 月 日 事項 金額（円） 出典
1910 9 6 養女（16 歳）、前借金 200 円で芸妓 紹介料 5.00 ＊
1911 3 3 長女（15 歳）、前借金 600 円で芸妓 紹介料 15.00 ＊
1912 5 1 養女、前借金 450 円で娼妓 紹介料 10.00 ＊

8 8 二女（13 歳）、前借金 150 円で芸妓 紹介料 7.50 ＊
12 24 六□・塩□ゟり子入 利子 2.00 ＊＊
12 29 六□ゟり子入 利子 0.70 ＊＊

1913 4 1 塩□の利子、六□より入 利子 1.50 ＊＊
5 5 塩□のり子、六□ゟ受取 利子 1.50 ＊＊
6 13 六□ゟり子入 利子 3.02 ＊＊
6 25 二女、前借金 300 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊

7 30 六□よりおかけさんゟ利子入 利子 1.88 ＊＊

1914 3 養女、前借金 370 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊

3 18 六□ゟ別口入 3.50 ＊＊
6 1 長女、前借金 530 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊
6 18 六□ゟ前利子入 利子 2.00 ＊＊
6 19 六□（養女）殿・与□松（実父）ゟ利子入 利子 14.73 ＊＊

1915 5 25 六□より利子入 利子 10.10 ＊＊
1916 1 1 六□ゟ利子・手数料分とも入 利子・手数料 2.00 ＊＊

3 15 三女（14 歳）、前借金 70 円で芸妓 紹介料 4.20 ＊
4 5 二女、前借金 300 円で住み替え 紹介料 17.50 ＊
4 5 六□ゟ利子入 利子 0.90 ＊＊
4 5 九ヶ月間ノ利子六□ゟ入 利子 17.06 ＊＊
8 10 二女、前借金 380 円で住み替え 紹介料 9.50 ＊

10 9 三女、前借金 200 円で住み替え 紹介料 10.00 ＊

10 9 養女、前借金 300 円で住み替え 紹介料 15.00 ＊

10 9 六□利子入 利子 8.50 ＊＊
11 3 六□ゟ礼金入 礼金 2.00 ＊＊

11 3 六か（長女）ゟ入 10.00 ＊＊

11 5 三女、前借金 200 円で住み替え 紹介料 3.00 ＊
11 6 長女、前借金 900 円で住み替え 紹介料 35.00 ＊
12 9 六与（六□与□松、実父）ゟ入 12.50 ＊＊

1917 1 六□ゟ入 6.25 ＊＊

6 六□ノ赤座（三女の抱主）ゟ入 2.50 ＊＊

6 4 六□ゟ入 11.30 ＊＊

6 4 赤六（赤座の六□）ゟ入 1.50 ＊＊

7 5 六□ゟ利子入 利子 9.18 ＊＊

7 5 六□ゟ同入 利子 0.99 ＊＊

9 15 六し□（四女）ゟ入 10.00 ＊＊

10 24 四女（13 歳）、前借金 400 円で芸妓 不明 ＊＊＊
12 六□ゟ十一月中ノ〆利子四口分 利子 6.10 ＊＊

（出典）  「芸娼妓紹介簿」（1909-16 年）（小原文書 37、38）、「金銭入覚帳」（1912-18 年）
（同 40）、「芸妓営業願」（同 62-2）、「金銭貸借契約証書正本」（同 62-3 止）より
作成。

（注）  ＊は「芸娼妓紹介簿」、＊＊は「金銭入覚帳」、＊＊＊は「芸妓営業願」および「金
銭貸借契約証書正本」。網かけは姉妹の身売り・住み替え。
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入
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
女
性
は
感
謝
や
恩
義
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
小
原
へ
の

依
存
を
深
め
て
い
っ
た
。

 

以
上
の
よ
う
に
、
紹
介
人
に
よ
る
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族
を
相
手
と
す
る
金
貸
し
は
、

紹
介
人
が
利
益
を
上
げ
る
仕
組
み
の
一
環
で
あ
る
と
同
時
に
、
女
性
に
そ
れ
と
感
じ
さ
せ
ず

に
従
属
を
強
い
る
構
造
を
な
し
て
い
た
と
言
え
る
。

第
四
章
　
女
性
に
と
っ
て
の
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
―
―
女
性
の
手
紙
か
ら

姉
妹
の
う
ち
三
女
が
小
原
に
宛
て
た
手
紙
が
小
原
文
書
に
一
通
残
さ
れ
て
い
る21

。
本
章
で

は
、
手
紙
か
ら
三
女
が
自
身
の
境
遇
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
ど
の
よ
う
に
性
買
売
を
受
容
し

て
い
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
性
搾
取
の
構
造
に
組
み
込
ま
れ

て
い
た
の
か
に
言
及
し
た
い
。

紹
介
簿
に
よ
る
と
三
女
は
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
三
月
、
一
四
歳
で 

石
川
県
能
美
郡

西
尾
村
尾
小
屋
の
料
理
屋
に
抱
え
ら
れ
芸
妓
と
な
っ
た
。
前
借
金
は
七
〇
円
、
年
期
は
一

〇
ヶ
月
だ
っ
た
。
尾
小
屋
に
は
鉱
山
が
あ
り
、
鉱
山
関
係
者
向
け
で
あ
ろ
う
料
理
屋
に
は
芸

妓
が
置
か
れ
て
い
た
﹇
本
康
　
二
〇
〇
七
：
三
七
二
、
小
谷
　
一
九
九
二
：
一
七
九
、
古
曽

部
　
一
九
九
八
：
六
〇
な
ど
﹈。
三
女
を
抱
え
る
料
理
屋
は
加
洲
亭
と
い
い
、
妓
名
は
つ
る

子
と
い
っ
た
。

手
紙
は
尾
小
屋
で
「
わ
た
く
し
も
ぶ（
無
事
）ぢ
で
く
ら
し
を
り
ま
す
ゆ
へ
、
ご（

御

安

心

）

あ
ん
し
ん
く
だ
ざ

れ
た
く
そ（

候

）

を
ろ
」
と
、
小
原
に
近
況
を
伝
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
。
拙
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二

一
﹈
で
は
手
紙
で
女
性
た
ち
が
、
身
売
り
を
斡
旋
し
て
「
家
」
の
危
機
を
救
い
、
と
き
に
は

逼
迫
す
る
女
性
の
た
め
に
金
銭
の
融
通
さ
え
し
て
く
れ
る
小
原
に
対
し
恩
義
や
感
謝
の
気
持

ち
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
み
た
。
三
女
の
手
紙
に
は
小
原
へ
の
恩
義
や
感
謝
を
直
接
伝
え
る

文
言
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
文
面
か
ら
そ
れ
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

等
（
一
四
一
円
七
一
銭
）
と
紹
介
料
（
一
七
六
円
七
〇
銭
）
を
あ
わ
せ
て
少
な
く
と
も
三

一
八
円
四
一
銭
と
な
る
。

覚
帳
に
記
載
さ
れ
た
利
子
か
ら
推
測
す
る
と
、
小
原
の
金
銭
貸
付
は
小
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
小
原
に
利
子
を
支
払
っ
て
い
る
者
に
は
、
取
引
先
の
貸
座
敷
業
者
・
料
理

屋
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
小
原
の
貸
付
相
手
は
被
紹
介
女
性
と
そ
の
家
族
お
よ
び
周

旋
業
を
通
じ
て
取
引
の
あ
る
業
者
に
お
お
よ
そ
限
ら
れ
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
小
原
の
金
貸
し
は
周
旋
業
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
周
旋
業
を
前
提
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
紹
介
女
性
・
そ
の
家
族
・

取
引
先
へ
の
金
銭
貸
付
は
、
小
原
が
周
旋
業
を
営
む
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

金
銭
貸
付
に
よ
っ
て
月
々
の
利
子
の
返
済
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
小
原
と
の
関
係
は
周
旋

と
い
う
一
局
面
に
と
ど
ま
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
借
金
の
た
め
に
彼
ら
が
自
ら
の
意

思
で
小
原
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
だ
ろ
う
し
、
小
原
は
女
性
の
住

み
替
え
や
そ
の
斡
旋
を
優
位
な
立
場
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
、

小
原
が
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族
を
相
手
に
金
銭
を
貸
し
付
け
る
理
由
の
第
三
と
し
て
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
前
掲
表
３
に
あ
る 

（
g
）「
か
や
貸
金
入
」
と
は
、
蚊
帳
貸
し
の
損
料
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
二
円
八
〇
銭
は
、
被
紹
介
女
性
の
実
母
か
ら
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 （
f
）

「
宿
料
」
に
つ
い
て
は
、
前
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二
一
﹈
で
、
小
原
が
二
階
に
娼
妓
の
女
性

（
初
枝
）
の
兄
を
居
候
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
女
性
の
手
紙
か
ら
は
、
小
原

が
女
性
の
家
族
関
係
や
金
銭
問
題
に
ま
で
深
く
関
与
し
て
い
た
と
と
も
に
、
女
性
も
ま
た
金

銭
的
の
み
な
ら
ず
精
神
的
に
も
小
原
に
強
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
覚
帳

は
、
そ
う
し
た
関
係
が
形
成
さ
れ
た
背
景
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
小
原
は
、
周
旋
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
金
貸
し
、
蚊
帳
貸
し
、
宿
の
提
供
等
を
介
し
て
家
族
の
生
活
に
深
く
介
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感
じ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
三
女
に
、
父
親
や
「
家
」
の
犠

牲
と
な
っ
て
身
売
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
意
識
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
思
う
に
至
っ
た
。

 

… 

う
ち
の
ち
い
さ
い
ね（

姉

さ

ん

）

へ
さ
ん
お
で
も
き
て
く
だ
さ
れ
ば
よ
い
が
や
、
ど
こ
か
へ

か（
替
わ
る
）

わ
る
な
ら
き
て
く
だ
さ
い
、 

金
沢
よ
り
よ
い
お（

男

）

と
こ
ば
か
り
で
、
こ
こ
ろ
の
よ
い
、

に
や
け
た
と
こ
よ
、
そ
れ
こ（

鉱

山

）

を
ざ
ん
と
き
け
ば
、
お
そ
ろ
し
い
け（
け
れ
ど
も
）

と
も
、
ほ
ん
と
う
に

よ
い
と
こ
で
す
よ
…

鉱
山
を
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
三
女
が
、「
ほ
ん
と
う
に
よ
い
と
こ
」
だ
と

思
う
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
不
安
定
な
生
活
状
況
や
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、
愛
情
の
欠
如
し

た
日
々
か
ら
抜
け
出
せ
た
こ
と
へ
の
安
心
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
の
引
用
部
分
で

「
家
」
に
残
し
て
き
た
妹
を
ひ
と
き
わ
案
じ
て
い
る
の
は
、
妹
を
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。「
こ
と
も
」
は
「
子
ど

も
」
と
思
わ
れ
る
が
、
一
四
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
み
て
三
女
の
「
こ
と
も
」
で
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
身
売
り
し
た
姉
妹
以
外
に
年
少
の
弟
妹
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
三
女
は
、
尾
小
屋
に
来
て
七
ヶ
月
後
の
一
〇
月
、
前
借
金
二
〇
〇
円
、
年
期
三

三
ヶ
月
（
二
年
九
ヶ
月
）
で
金
沢
市
北
石
坂
新
町
の
貸
座
敷
に
住
み
替
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
一
ヶ
月
後
の
同
一
一
月
、
前
借
金
二
〇
〇
円
、
年
期
三
三
ヶ
月
で
石
坂
川
岸
二

ノ
小
路
の
貸
座
敷
に
住
み
替
え
た
。

な
ぜ
三
女
は
、「
ほ
ん
と
う
に
よ
い
と
こ
」
と
思
っ
て
い
た
尾
小
屋
を
年
期
明
け
前

に
、
し
か
も
前
借
金
と
年
期
を
増
や
し
て
ま
で
住
み
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
前
掲
表
６
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。
表
６
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
六
年

… 

そ
し
て
あ
な
た
様
へ
も
お
て
が
み
を
一
ぽ
ん
た（
出
そ
う
）

そ
お
と
お
も
て
を
り
ま
し
た
け
ど

も
、
ば（

番

地

）

ん
ち
が
わ
か
り
ま
せ
ん
ゆ
へ
を（

遅

く

）

そ
く
な
り
、
ま
こ
と
に
す
み
ま
せ
ん
、
お
ゆ
る

し
く
だ
さ
い
ま
せ
、
そ
し
て
こ
ち
ら
の
ほ（

方

）を
で
も
み
な
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら
れ
、

お（

親

方

）

や
か
た
さ
ん
に
も
だ
れ
よ
り
し（

親

切

）

ん
せ
つ
に
い
わ
れ
、 

つ（

妓

名

）

る
こ
さ
ん
わ
（
は
）
こ（
こ
ち
ら
で
）

ち
で
一
ば
ん

だ（

大

事

）

い
ぢ
な
も
の
や
か
ら
と
、
ほ（

朋

輩

）

を
ば
い
の
か（

陰

で

は

）

げ
で
わ
い
ろ
い
ろ
な
し（

親

切

）

ん
せ
つ
を
い
わ
れ

て
を
り
ま
す
ゆ
へ
ご
あ
ん
し
ん
く
だ
さ
い
ま
せ
…

手
紙
に
よ
る
と
三
女
は
、
尾
小
屋
で
「
み
な
さ
ん
」
に
可
愛
が
ら
れ
、
親
方
に
は
誰
よ
り

親
切
に
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
「
ほ（

朋

輩

）

を
ば
い
の
か（

陰

で

）

げ
で
」
い
ろ
い
ろ
な
親
切
を
受
け
た
こ
と

は
、
か
の
女
の 

自
尊
心
や
優
越
感
を
刺
激
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

特
別
扱
い
で
あ
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
し
て
序
列
や
分
断
を
あ
お
り
、
お
だ
て
る
こ
と
で
手
懐
け
る
や
り
方
は
性
買
売
に
お

け
る
支
配
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
﹇
横
山
　
二
〇
二
〇
、
二
〇
二
二
﹈。

手
紙
の
次
の
引
用
か
ら
、
三
女
の
身
売
り
の
背
景
が
推
察
で
き
る
。
三
女
は
、
両
親
や
姉

妹
を
案
じ
て
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

… 

又
う
ち
の
お（

親

た

ち

）

や
だ
ち
も
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
は（

働

い

て

）

た
ら
い
て
お
い
で
ま
す
が
、
お
か
あ
さ
ん
が

や
つ
ぱ
り
は（

歯

が

疼

く

）

が
う
づ
く
か
、
又
お
と
う
さ
ん
が
や
つ
ぱ
り
さ（

酒

飲

ん

で

）

け
の
ん
で
く
だ
ま
い
て
□

□
〔
四
女
の
名
前
〕
ま22

を
お（

怒

り

）

こ
り
と
ば
し
て
お
り
ま
す
か
、
こ（
子
ど
も
？
）

と
も
が
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
を

り
ま
す
か
、
又
ね（

姉

さ

ん

た

ち

）

い
さ
ん
だ
ち
が
み
ん
な
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
お
い
で
ま
す
か
…

こ
こ
か
ら
、
姉
妹
が
次
々
と
身
売
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
景
に
、
父
親
の
飲

酒
と
Ｄ
Ｖ
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
母
親
の
体
調
も
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

安
心
や
安
全
と
は
ほ
ど
遠
い
環
境
で
育
っ
た
三
女
が
、
尾
小
屋
の
料
理
屋
で
誰
よ
り
親
切
に

さ
れ
、「
一
ば
ん
だ（

大

事

）

い
ぢ
な
も
の
」
と
い
っ
た
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
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感
じ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
三
女
に
、
父
親
や
「
家
」
の
犠

牲
と
な
っ
て
身
売
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
意
識
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
思
う
に
至
っ
た
。

 

… 

う
ち
の
ち
い
さ
い
ね（

姉

さ

ん

）

へ
さ
ん
お
で
も
き
て
く
だ
さ
れ
ば
よ
い
が
や
、
ど
こ
か
へ

か（
替
わ
る
）

わ
る
な
ら
き
て
く
だ
さ
い
、 

金
沢
よ
り
よ
い
お（

男

）

と
こ
ば
か
り
で
、
こ
こ
ろ
の
よ
い
、

に
や
け
た
と
こ
よ
、
そ
れ
こ（

鉱

山

）

を
ざ
ん
と
き
け
ば
、
お
そ
ろ
し
い
け（
け
れ
ど
も
）

と
も
、
ほ
ん
と
う
に

よ
い
と
こ
で
す
よ
…

鉱
山
を
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
三
女
が
、「
ほ
ん
と
う
に
よ
い
と
こ
」
だ
と

思
う
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
不
安
定
な
生
活
状
況
や
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、
愛
情
の
欠
如
し

た
日
々
か
ら
抜
け
出
せ
た
こ
と
へ
の
安
心
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
の
引
用
部
分
で

「
家
」
に
残
し
て
き
た
妹
を
ひ
と
き
わ
案
じ
て
い
る
の
は
、
妹
を
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。「
こ
と
も
」
は
「
子
ど

も
」
と
思
わ
れ
る
が
、
一
四
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
み
て
三
女
の
「
こ
と
も
」
で
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
身
売
り
し
た
姉
妹
以
外
に
年
少
の
弟
妹
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
三
女
は
、
尾
小
屋
に
来
て
七
ヶ
月
後
の
一
〇
月
、
前
借
金
二
〇
〇
円
、
年
期
三

三
ヶ
月
（
二
年
九
ヶ
月
）
で
金
沢
市
北
石
坂
新
町
の
貸
座
敷
に
住
み
替
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
一
ヶ
月
後
の
同
一
一
月
、
前
借
金
二
〇
〇
円
、
年
期
三
三
ヶ
月
で
石
坂
川
岸
二

ノ
小
路
の
貸
座
敷
に
住
み
替
え
た
。

な
ぜ
三
女
は
、「
ほ
ん
と
う
に
よ
い
と
こ
」
と
思
っ
て
い
た
尾
小
屋
を
年
期
明
け
前

に
、
し
か
も
前
借
金
と
年
期
を
増
や
し
て
ま
で
住
み
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
前
掲
表
６
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。
表
６
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
六
年

… 

そ
し
て
あ
な
た
様
へ
も
お
て
が
み
を
一
ぽ
ん
た（
出
そ
う
）

そ
お
と
お
も
て
を
り
ま
し
た
け
ど

も
、
ば（

番

地

）

ん
ち
が
わ
か
り
ま
せ
ん
ゆ
へ
を（

遅

く

）

そ
く
な
り
、
ま
こ
と
に
す
み
ま
せ
ん
、
お
ゆ
る

し
く
だ
さ
い
ま
せ
、
そ
し
て
こ
ち
ら
の
ほ（

方

）を
で
も
み
な
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら
れ
、

お（

親

方

）

や
か
た
さ
ん
に
も
だ
れ
よ
り
し（

親

切

）

ん
せ
つ
に
い
わ
れ
、 

つ（

妓

名

）

る
こ
さ
ん
わ
（
は
）
こ（
こ
ち
ら
で
）

ち
で
一
ば
ん

だ（

大

事

）

い
ぢ
な
も
の
や
か
ら
と
、
ほ（

朋

輩

）

を
ば
い
の
か（

陰

で

は

）

げ
で
わ
い
ろ
い
ろ
な
し（

親

切

）

ん
せ
つ
を
い
わ
れ

て
を
り
ま
す
ゆ
へ
ご
あ
ん
し
ん
く
だ
さ
い
ま
せ
…

手
紙
に
よ
る
と
三
女
は
、
尾
小
屋
で
「
み
な
さ
ん
」
に
可
愛
が
ら
れ
、
親
方
に
は
誰
よ
り

親
切
に
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
「
ほ（

朋

輩

）

を
ば
い
の
か（

陰

で

）

げ
で
」
い
ろ
い
ろ
な
親
切
を
受
け
た
こ
と

は
、
か
の
女
の 

自
尊
心
や
優
越
感
を
刺
激
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

特
別
扱
い
で
あ
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
し
て
序
列
や
分
断
を
あ
お
り
、
お
だ
て
る
こ
と
で
手
懐
け
る
や
り
方
は
性
買
売
に
お

け
る
支
配
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
﹇
横
山
　
二
〇
二
〇
、
二
〇
二
二
﹈。

手
紙
の
次
の
引
用
か
ら
、
三
女
の
身
売
り
の
背
景
が
推
察
で
き
る
。
三
女
は
、
両
親
や
姉

妹
を
案
じ
て
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

… 

又
う
ち
の
お（

親

た

ち

）

や
だ
ち
も
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
は（

働

い

て

）

た
ら
い
て
お
い
で
ま
す
が
、
お
か
あ
さ
ん
が

や
つ
ぱ
り
は（

歯

が

疼

く

）

が
う
づ
く
か
、
又
お
と
う
さ
ん
が
や
つ
ぱ
り
さ（

酒

飲

ん

で

）

け
の
ん
で
く
だ
ま
い
て
□

□
〔
四
女
の
名
前
〕
ま22

を
お（

怒

り

）

こ
り
と
ば
し
て
お
り
ま
す
か
、
こ（
子
ど
も
？
）

と
も
が
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
を

り
ま
す
か
、
又
ね（

姉

さ

ん

た

ち

）

い
さ
ん
だ
ち
が
み
ん
な
そ（

息

災

）

く
さ
い
で
お
い
で
ま
す
か
…

こ
こ
か
ら
、
姉
妹
が
次
々
と
身
売
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
景
に
、
父
親
の
飲

酒
と
Ｄ
Ｖ
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
母
親
の
体
調
も
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

安
心
や
安
全
と
は
ほ
ど
遠
い
環
境
で
育
っ
た
三
女
が
、
尾
小
屋
の
料
理
屋
で
誰
よ
り
親
切
に

さ
れ
、「
一
ば
ん
だ（

大

事

）

い
ぢ
な
も
の
」
と
い
っ
た
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
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き
な
い
こ
と
に
閉
口
し
、
華
や
か
な
朋
輩
と
自
分
を
く
ら
べ
て
「
は（
恥
ず
か
し
く
て
）

づ
か
し
く
て
し
か
た
が

な
い
」
と
嘆
い
て
い
る
。
三
女
が
、「
き（

着

物

が

欲

し

い

）

も
の
か
ほ
し
い
し
、
ぜ（

銭

）に
は
な
し
、
こ（

困

っ

た

）

ま
つ
た
こ

と
や
」
と
書
く
と
き
、
お
金
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
着
物
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
の
理
不
尽
に
疑
念
を
抱
い
た
り
、
ま
し
て
や
前
章
で
み
た
よ
う
な
、
小
原
が
自
身
の
身
売

り
か
ら
利
益
を
得
る
絡
繰
り
に
思
い
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
部
分
で
三
女
は
、「
う
ち
の
ち
い
さ
い
ね（

姉

さ

ん

）

へ
さ
ん
お
で
も
き
て
く
だ
さ
れ

ば
よ
い
が
や
、
ど
こ
か
へ
か（
替
わ
る
）

わ
る
な
ら
き
て
く
だ
さ
い
」
と
、
姉
た
ち
が
住
み
替
え
を
す
る

な
ら
ば
尾
小
屋
に
き
た
ら
よ
い
と
書
い
て
い
た
。
姉
妹
は
互
い
を
思
い
や
り
、
芸
妓
と
し
て

よ
り
マ
シ
な
境
遇
を
望
む
こ
と
で
生
き
延
び
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
小
原
の
紹
介
人

と
し
て
の
利
益
は
、
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
、
抑
圧
的
境
遇
を
生
き
抜
こ
う
と
す
る
努
力
に

支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
紹
介
人
の
経
営
史
料
を
も
ち
い
て
紹
介
人
が
利
益
を
上
げ
る
仕
組
み
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
第
一
章
で
は
、
紹
介
人
が
人
身
売
買
の
斡
旋
に
よ
っ

て
得
る
手
数
料
で
あ
る
紹
介
料
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
関
連
規

則
や
紹
介
簿
か
ら
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
紹
介
料
の
基
準
と
と
も
に
紹
介
人
に
よ
る

裁
量
の
余
地
に
言
及
し
、
紹
介
料
の
決
定
が
支
配
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
紹
介
人
の
収
益
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
覚
帳
と
い
う
小

原
の
収
入
記
録
に
つ
い
て
、
と
く
に
利
子
収
入
に
注
目
し
て
分
析
し
た
。
小
原
は
、
被
紹
介

女
性
や
そ
の
家
族
に
金
銭
を
貸
し
付
け
、
利
子
収
入
を
得
て
い
た
。
他
方
で
被
紹
介
女
性
や

そ
の
家
族
は
、
身
売
り
や
住
み
替
え
で
得
ら
れ
る
前
借
金
を
返
済
に
充
て
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
被
紹
介
女
性
や
そ
の
家
族
を
相
手
と
す
る
金
貸
し
は
、
紹
介
人
に
利
子
収
入
を
も
た
ら

（
大
正
五
）
一
〇
月
九
日
に
三
女
が
住
み
替
え
た
の
と
同
じ
日
、
養
女
も
住
み
替
え
て
お
り
、

そ
れ
と
と
も
に
数
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
利
子
八
円
五
〇
銭
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
同
年
一
一
月
五
日
の
住
み
替
え
で
は
、
翌
日
に
長
女
が
住
み
替
え
、
一
二
月
九
日
に
、

や
は
り
数
ヶ
月
分
と
思
わ
れ
る
利
子
一
二
円
五
〇
銭
が
実
父
か
ら
小
原
に
支
払
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
覚
帳
に
記
載
さ
れ
た
利
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の
返
済
状
況
と
三
女
の
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え
の
タ
イ
ミ

ン
グ
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あ
わ
せ
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る
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（
や
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妹
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住
み
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え
に
よ
っ
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受
け
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住
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よ
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可
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い23

。
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。

… 

又
こ
ち
ら
の
ほ（

方

は

）

を
わ
山
が
に
、
（
マ
マ
）に
せ
ん
い（

衣

装

）
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よ
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が
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つ
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と（
ど
う
も
）

お
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り
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ん
、

こ
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ぬ
（
マ
マ
）
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は（

春

）る
に
な
る
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外
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る
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な
る
と
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目
立
っ
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）

だ
つ
て
、
一
枚
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ら
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の
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袷

）
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で
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足
り
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、
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郷
？
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か
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ま
い
ゆ
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け（

検

番

？

）

ん
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な

お（

お

召

の

着

物

）
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の
・
み（
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）
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ゆ
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着
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そ
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わ
そ
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わ
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ゆ
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に
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恥
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く
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）
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、 
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金
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着
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新
調
で
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ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

6
　
小
原
文
書
40
。

7
　
内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』
三
六
七
頁
。

8
　
同
右
三
六
七
〜
三
六
八
頁
。

9
　
同
右
三
八
二
〜
三
八
五
頁
。

10
　『
石
川
県
警
察
必
携
　
下
巻
』
一
八
九
五
年
。
部
分
的
な
改
正
は
加
え
ら
れ
た
が
、
一

九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
の
廃
娼
実
施
に
と
も
な
い
「
芸
妓
周
旋
営
業
取
締
規
則
」

（
石
川
県
令
第
一
五
条
）
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
石
川
県
で
は
同
規
則
が
存
続
し
た
。

11
　『
石
川
県
公
報
』
第
五
二
号
、
一
九
一
三
年
九
月
二
二
日
。

12
　
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
の
石
川
県
令
第
六
七
号
で
、
県
庁
で
は
な
く
警
察
署
・
分

署
に
届
け
出
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
変
更
さ
れ
た
（『
石
川
県
公
報
』
第
二
二
号
、

一
九
一
二
年
四
月
二
二
日
）。

13
　
前
掲
内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私
娼
』
三
六
八
頁
。

14
　
小
原
文
書35-8-3

、﹇
人
見
　
二
〇
二
二
c
﹈。

15
　
以
下
、
人
名
に
は
伏
字
を
用
い
る
。

16
　
な
お
、
一
人
の
女
性
の
斡
旋
に
複
数
の
紹
介
人
が
関
与
す
る
共
同
紹
介
の
場
合
、
共
同

紹
介
人
と
紹
介
料
を
分
け
合
っ
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹

介
料
の
全
額
が
小
原
の
収
入
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
が
残
る
。
た
だ
し
、
小
原
の
単
独

紹
介
の
場
合
の
紹
介
料
の
最
大
が
四
〇
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
共
同
紹
介
二
人
・
三

人
・
四
人
の
場
合
に
最
大
紹
介
料
が
そ
れ
ぞ
れ
二
三
円
七
五
銭
・
一
二
円
・
六
円
と

少
額
に
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料
は
、
等
分
後
の
紹

介
料
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
お
き
た
い
。
仮
に
、
紹
介
簿
に
記
載
さ
れ
た
紹
介
料

が
等
分
前
の
も
の
で
、
紹
介
人
数
で
紹
介
料
を
等
分
し
た
と
し
て
小
原
の
取
り
分
を

計
算
す
る
と
、
三
三
一
円
五
七
銭
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
覚
帳
の
紹
介
料
と
は

す
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
な
る
人
身
売
買
を
生
み
出
す
こ
と
で
紹
介
人
に
手
数
料
収
入
を
も
た

ら
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
小
原
は
金
銭
貸
付
等
を
介
し
て
家
族
の
生

活
に
深
く
介
入
し
、
女
性
が
個
人
の
意
思
で
紹
介
人
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
を
困
難
に

し
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
た
。

第
四
章
で
は
、
み
て
き
た
よ
う
な
搾
取
的
な
特
徴
を
も
つ
近
代
公
娼
制
度
を
当
事
者
で

あ
る
女
性
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の
か
を
、
女
性
の
手
紙
を
用
い
て
考
察
し
た
。

女
性
に
と
っ
て
身
売
り
は
虐
げ
ら
れ
て
き
た
生
育
環
境
か
ら
逃
れ
る
契
機
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
女
性
は
芸
妓
と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と
で
生
き
延
び
よ
う
と
し
て
い
た
。
業
者

は
、
そ
う
し
た
女
性
の
自
尊
心
や
優
越
感
を
巧
み
に
利
用
し
た
。「
家
」
や
業
者
に
よ
る
搾

取
の
自
覚
か
ら
女
性
を
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
は
維
持
さ
れ
て
い
た

と
言
え
よ
う
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
紹
介
人
の
経
営
実
態
に
つ
い
て
の
検
討
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
り
、
本
稿
は
金
沢
の
一
紹
介
人
を
取
り
上
げ
た
事
例
研
究
に
す
ぎ
な
い
。
紹

介
人
が
金
貸
し
を
兼
業
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。
今

後
、
紹
介
人
に
つ
い
て
の
一
次
史
料
の
発
掘
と
と
も
に
さ
ら
な
る
具
体
的
な
事
例
の
検
討
が

望
ま
れ
る
。

註
1
　
本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
史
料
が
作
成
さ
れ
た
石
川
県
の
規
則
に
よ
る
呼
称
。

2
　
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
「
金
沢
遊
郭
芸
娼
妓
関
係
文
書
」。

3
　
前
掲
拙
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二
四
予
定
﹈
の
ほ
か
、
史
料
紹
介
と
し
て
﹇
袁
ほ
か
　
二
〇

二
一
﹈
が
あ
る
。

4
　
小
原
文
書
37
、
38
。

5
　
紹
介
簿
の
詳
細
は
、﹇
人
見
　
二
〇
二
二
c
、
二
〇
二
三
予
定
﹈
に
書
い
た
の
で
そ
ち
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二
c
、
二
〇
二
三
予
定
﹈
に
書
い
た
の
で
そ
ち
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小
野
沢
あ
か
ね
『
近
代
日
本
社
会
と
公
娼
制
度
―
―
民
衆
史
と
国
際
関
係
史
の
視
点
か
ら
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年

加
藤
晴
美
『
増
補
版
　
遊
廓
と
地
域
社
会
―
―
貸
座
敷
・
娼
妓
・
遊
客
の
視
点
か
ら
』
清
文

堂
出
版
、
二
〇
二
二
年
（
初
版
は
二
〇
二
一
年
）

草
間
八
十
雄
「
売
ら
れ
ゆ
く
女
」『
文
芸
倶
楽
部
』
三
三
巻
一
二
号
、
一
九
二
七
年
（
磯
村

英
一
監
修
、
安
岡
憲
彦
責
任
編
集
『
近
代
日
本
の
ど
ん
底
社
会
』
明
石
書
店
、
一
九
九
二

年
所
収
）

草
間
八
十
雄
『
女
給
と
売
笑
婦
』
汎
人
社
、
一
九
三
〇
年

古
曽
部
三
郎
「
尾
小
屋
鉱
山
の
守
護
神
に
つ
い
て
」『
加
南
地
方
史
研
究
』
四
五
号
、
一
九

九
八
年

小
谷
重
三
『
尾
小
屋
鉱
山
争
議
史
―
―
鉱
山
主
任
・
小
谷
重
三
の
手
記
』
久
我
静
枝
、
一
九

九
二
年

齊
藤
俊
江
「
飯
田
遊
廓
と
娼
妓
の
生
活
」
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
２

近
世
か
ら
近
代
へ
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年

佐
賀
朝
「『
遊
廓
社
会
』
の
近
代
化
―
―
研
究
史
整
理
と
一
次
史
料
の
検
討
か
ら
」
塚
田

孝
・
佐
賀
朝
・
渡
辺
健
哉
・
上
野
雅
由
樹
編
著
『
周
縁
的
社
会
集
団
と
近
代
』
清
文
堂
出

版
、
二
〇
二
三
年

竹
中
友
里
代
「
橋
本
遊
廓
の
遊
客
と
娼
妓
―
―
遊
客
帳
の
分
析
か
ら
」『
京
都
府
立
大
学
学

術
報
告
（
人
文
）』
七
三
号
、
二
〇
二
一
年

能
川
泰
治
「
地
方
都
市
金
沢
に
お
け
る
米
騒
動
と
社
会
政
策
」
橋
本
哲
哉
編
『
近
代
日
本
の

地
方
都
市
―
―
金
沢
／
城
下
町
か
ら
近
代
都
市
へ
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
の
住
み
替
え
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
―
娼
妓
の
手
紙
か
ら
」『
民
俗
文
化
』

三
三
号
、
二
〇
二
一
年

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
と
近
代
公
娼
制
度
―
―
一
次
史
料
か
ら
み
る
娼
妓
の
住
み
替
え
と
廃

大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。

17
　
た
と
え
ば
、
草
間
八
十
雄
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
モ
グ
リ
桂
庵
」
を
介
し
た
斡
旋
に
関

わ
る
紹
介
料
な
ど
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
﹇
草
間
　
一
九
三
〇
な
ど
﹈。

18
　『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
割
返
」
項
に
よ
れ
ば
、「
割
戻
」（
２
）
に
同
じ
と
あ
り
、「
割

戻
」（
２
）
に
は
「
一
度
納
め
ら
れ
た
金
銭
や
も
の
の
う
ち
、
一
部
を
返
す
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
金
品
」
と
あ
り
、
金
銭
貸
付
に
対
す
る
返
済
金
と
考
え
て
お
き
た
い
。

19
　「
金
銭
貸
借
契
約
証
書
正
本
」（
小
原
文
書62-3

止
）。

20
　
同
右
お
よ
び
「
芸
妓
営
業
願
」（
小
原
文
書62-2

）。

21
　
小
原
文
書65-16

止
。

22
　『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ま
」
は
「
人
を
表
わ
す
語
に
付
け
て
、
親
し
み
を

表
わ
す
の
に
用
い
る
」
接
尾
語
。『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
人
名
や
人
を
表

す
語
な
ど
に
つ
け
て
「
ご
く
軽
い
敬
意
を
表
す
」
接
尾
語
。
石
川
県
、
金
沢
市
、
富

山
県
な
ど
で
使
わ
れ
る
。

23
　
前
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二
一
﹈
で
は
、
娼
妓
・
芸
妓
の
住
み
替
え
の
背
景
に
は
「
家
」
の

事
情
だ
け
で
は
な
く
、
現
状
よ
り
も
「
マ
シ
」
な
境
遇
を
求
め
、
窮
状
を
脱
す
る
た

め
に
苦
闘
す
る
女
性
た
ち
の
主
体
的
な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
女
性
の
手
紙
か
ら
明

ら
か
に
し
た
。
他
方
で
周
旋
業
者
や
貸
座
敷
業
者
は
、
女
性
の
主
体
的
な
努
力
を
巧

み
に
操
る
こ
と
で
搾
取
の
実
態
を
隠
蔽
し
、
利
益
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
し

た
。

﹇
参
考
文
献
﹈

袁
甲
幸
（
解
題
）、
櫻
井
麻
緒
・
和
田
健
太
郎
・
藤
井
な
つ
み
（
翻
刻
）「
埼
玉
県
児
玉
郡
本

庄
町
芸
娼
妓
酌
婦
関
係
史
料
（
１
）
昭
和
六
・
七
年
『
雇
傭
紹
介
周
旋
簿
』」『
民
衆
史
研

究
』
一
〇
一
号
、
二
〇
二
一
年
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そ
の
ほ
か
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
小
野
沢
あ
か
ね
、
佐
賀
朝
、
佐
藤
敦

子
の
各
氏
に
は
、
草
稿
に
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
２
０
Ｋ
０
０
９
７
０
お
よ
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研

究
費
２
３
Ｈ
０
０
６
６
９
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

業
」『
歴
史
評
論
』
八
六
六
号
、
二
〇
二
二
年
a

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
の
前
借
金
返
済
は
な
ぜ
困
難
だ
っ
た
の
か
―
―
大
和
郡
山
洞
泉
寺
遊
廓

を
事
例
に
」『
歴
史
科
学
』
二
五
一
号
、
二
〇
二
二
年
b

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
―
―
周
旋
業
者
・
借
金
・
梅
毒
」

『
民
俗
文
化
』
三
四
号
、
二
〇
二
二
年
c

人
見
佐
知
子
「
金
沢
の
芸
娼
妓
紹
介
人
と
女
性
た
ち
」『
北
陸
史
学
』
七
二
号
、
二
〇
二
四

年
予
定

本
康
宏
史
『
か
ら
く
り
師
大
野
弁
吉
と
そ
の
時
代
―
―
技
術
文
化
と
地
域
社
会
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
七
年

横
田
冬
彦
「
娼
妓
と
遊
客
―
―
近
代
京
都
の
遊
郭
」
京
都
橘
女
子
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究

所
編
『
京
都
の
女
性
史
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年

横
田
冬
彦
「『
遊
客
名
簿
』
と
統
計
―
―
大
衆
買
春
社
会
の
成
立
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本

史
研
究
会
編
『「
慰
安
婦
」
問
題
を
／
か
ら
考
え
る
―
―
軍
事
性
暴
力
と
日
常
世
界
』
岩

波
書
店
、
二
〇
一
四
年

横
山
百
合
子
「
遊
女
の
『
日
記
』
を
読
む
―
―
嘉
永
二
年
梅
本
屋
佐
吉
抱
え
遊
女
付
け
火
一

件
を
め
ぐ
っ
て
」
長
谷
川
貴
彦
編
『
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
歴
史
学
』
岩
波
書
店
、
二

〇
二
〇
年

横
山
百
合
子
「
幕
末
維
新
期
新
吉
原
遊
廓
に
お
け
る
遊
女
屋
・
遊
客
・
遊
女
―
―
高
橋
由
一

画
『
花
魁
』
の
モ
デ
ル
稲
本
屋
小
稲
ほ
か
遊
女
の
書
状
を
素
材
と
し
て
」『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
三
五
号
、
二
〇
二
二
年

吉
見
義
明
『
買
春
す
る
帝
国
―
―
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
の
基
底
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一

九
年

〔
謝
辞
〕
尾
小
屋
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
塩
川
隆
文
さ
ん
、
本
康
宏
史
さ
ん
に
、
参
考
資
料
や
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そ
の
ほ
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多
く
の
ご
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を
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た
だ
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。
ま
た
、
小
野
沢
あ
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ね
、
佐
賀
朝
、
佐
藤
敦

子
の
各
氏
に
は
、
草
稿
に
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
２
０
Ｋ
０
０
９
７
０
お
よ
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研

究
費
２
３
Ｈ
０
０
６
６
９
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

業
」『
歴
史
評
論
』
八
六
六
号
、
二
〇
二
二
年
a

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
の
前
借
金
返
済
は
な
ぜ
困
難
だ
っ
た
の
か
―
―
大
和
郡
山
洞
泉
寺
遊
廓

を
事
例
に
」『
歴
史
科
学
』
二
五
一
号
、
二
〇
二
二
年
b

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
―
―
周
旋
業
者
・
借
金
・
梅
毒
」

『
民
俗
文
化
』
三
四
号
、
二
〇
二
二
年
c

人
見
佐
知
子
「
金
沢
の
芸
娼
妓
紹
介
人
と
女
性
た
ち
」『
北
陸
史
学
』
七
二
号
、
二
〇
二
四

年
予
定

本
康
宏
史
『
か
ら
く
り
師
大
野
弁
吉
と
そ
の
時
代
―
―
技
術
文
化
と
地
域
社
会
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
七
年

横
田
冬
彦
「
娼
妓
と
遊
客
―
―
近
代
京
都
の
遊
郭
」
京
都
橘
女
子
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究

所
編
『
京
都
の
女
性
史
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年

横
田
冬
彦
「『
遊
客
名
簿
』
と
統
計
―
―
大
衆
買
春
社
会
の
成
立
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本

史
研
究
会
編
『「
慰
安
婦
」
問
題
を
／
か
ら
考
え
る
―
―
軍
事
性
暴
力
と
日
常
世
界
』
岩

波
書
店
、
二
〇
一
四
年

横
山
百
合
子
「
遊
女
の
『
日
記
』
を
読
む
―
―
嘉
永
二
年
梅
本
屋
佐
吉
抱
え
遊
女
付
け
火
一

件
を
め
ぐ
っ
て
」
長
谷
川
貴
彦
編
『
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
歴
史
学
』
岩
波
書
店
、
二

〇
二
〇
年

横
山
百
合
子
「
幕
末
維
新
期
新
吉
原
遊
廓
に
お
け
る
遊
女
屋
・
遊
客
・
遊
女
―
―
高
橋
由
一

画
『
花
魁
』
の
モ
デ
ル
稲
本
屋
小
稲
ほ
か
遊
女
の
書
状
を
素
材
と
し
て
」『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
三
五
号
、
二
〇
二
二
年

吉
見
義
明
『
買
春
す
る
帝
国
―
―
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
の
基
底
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一

九
年
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謝
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て
は
、
塩
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隆
文
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、
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史
さ
ん
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